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分かち合い
納付金額

徴収する
納付金額

納付金・標準保険料率算定の流れ

（１） 県全体の納付金額を算出 （２）各市町へ按分 （３）市町毎の納付金額を算出

（４）市町個別の経費・公費を加減算 （５）収納率で割戻し （６）標準保険料率を算定
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均等割△円
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保険料
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納付金総額の対前年度比較

3

比較
令和7年度
納付金総額

令和8年度
納付金総額

伸び率増減額

1.82%151,048,179円8,321,198,794円8,472,246,973円総額

0円193,917,621円
子ども子育て
支援金分

-0.52%-42,869,442円8,321,198,794円8,278,329,352円
子ども子育て
支援金分除く

※令和８年度から新しい保険料子ども・子育て支援金分が追加される



一人当たり納付金額の対前年度比較
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比較
令和７年度

一人当たり納付金額
令和８年度

一人当たり納付金額
伸び率増減額

3.52%5,114円145,448円150,562円総額

0円3,446円
子ども子育て
支援金分

1.15%1,668円145,448円147,116円
子ども子育て
支援金分除く

※令和８年度から新しい保険料子ども・子育て支援金分が追加される



ケース① 【所得２５０万円、４０歳夫婦及び子ども(就学児)１名の３人世帯】

ケース② 【所得０円（年金収入が各々１１０万円以下）65歳夫婦世帯】

ケース③ 【所得０円（年金収入１１０万円以下）65歳単身世帯】

令和８年度標準保険料率（確定係数）④と
令和７年度市保険料率③の
ケース世帯保険料額の比較

令和８年度令和７年度令和６年度

伸び率
差

（④－③）
④ 標準保険料率
（確定係数）※１

③ 市保険料率
② 標準保険料率
（確定係数）

① 市保険料率

4.43%0.54%12.74%12.20%12.66%12.40%所得割（％）

8.41%4,392円56,592円52,200円54,048円50,700円均等割（円）

3.39%1,110円33,810円32,700円33,847円32,100円平等割（円）

5.46%23,514円454,554円431,040円446,833円429,780円保険料額（円）ケ
ー
ス
① 3.48%15,021円446,061円431,040円446,833円429,780円

子ども子育て
支援金分除く

7.35%2,428円35,458円33,030円34,195円31,770円保険料額（円）ケ
ー
ス
② 4.53%1,496円34,526円33,030円34,195円31,770円

子ども子育て
支援金分除く

6.48%1,336円21,946円20,610円21,347円19,890円保険料額（円）ケ
ー
ス
③ 3.70%763円21,373円20,610円21,347円19,890円

子ども子育て
支援金分除く

標準保険料率は滋賀県が示した大津市の保険料水準の目安
子ども子育て支援金分は令和８年度から開始

令和８年度の標準保険料率（確定係数）による算定結果
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